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各種化学薬品による鈎虫卵殺滅試験

(2) その尿尿まには尿水中での効果

小林昭夫 安田一郎 斎藤敏昭 熊田三由

国立予防衛生研究所寄生虫部

（昭和 33年 1月20日受領）

さきに著者の 1人小林ら（1955）は，ヅピニ鈎虫卵に対

するいわゆる殺卵剤（ネオヂグロン新剤，二硫化炭素乳

剤，亜硝酸曹達，揮発性芥子油）の直接々触時の殺減効

果について試験し，同条件下での殺卵効果は，芥子泊に

最大にして，同薬剤の 10°c 3日作用時の効果は試験時

の最高稀釈濃度32000倍液作用にでも向仔虫の准出を完

全に阻止することを明らかにした。

しかし殺卵剤の実地応用の場は通常展尿中であり，し

たがって当然同メヂウム中で、の殺卵効果の解明が侠たれ

るわけであるが，同メヂウム条件下における殺卵剤によ

る鈎虫卵殺減試験に関しては，わずかに中松（1955），加

納（1957），寺尾（1958）らによる二硫佑炭素およびその他

の諸種爆蒸剤についての知見がみられているに過ぎず，

また上記諸家の成漬についてみても，いわゆる殺卵剤の

展尿中各種作用条件 （浸漬温度，作用日数）下における

殺減効果については未だ必らずしも詳かではない。

そこで著者らは，さきの直接々触試験（水中）時に用

いた 4種薬剤につき，これらの展尿メヂウム（亜硝酸曹

達のみ塩酸々性調整廃水）中におけるヅピニ鈎虫卵殺滅

効果を直接々触時と同様各種作月j条件の組み合せのもと

に試験し，その結果につき検討した。

材料および方法

1. 虫卵材お：ヅピニ鈎虫単独保有者の排世直後便中

のヅピニ鈎虫卵を用いた。

2. 被検薬剤：ネオヂグロン新剤（明治薬品製），二硫

化炭素乳剤（テノレベン系乳化剤255'6含有物と称する， 日

本曹達製），亜硝酸曹達f純正化学製）および揮発性芥子

泊（東京化成製）の 4種。

AKIO KOBAYASHI, ICHIRO YASUDA, TOSHIAKI 

SAITO & MITSUYOSHI KUMADA : Ovicidal 

e旺ectsof several chemicals on hookworm ova in 

nightsoil (Department of Parasitology, National 

Institute of Health, Tokyo) 

， 
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3. 薬剤の作用方法

a) メヂウム：展尿又は尿水（混合比各1:5）とし，

使用展はつねにヅピニ鈎虫単独寄生者の排、佐直後の使と

したが，試験は 1回に排j世される新鮮民量と作業量とに

限定された斗め，その全部を同時に実施することができ

ず，ためにこれを低温浸涜時と高温浸漬時の三段とした

ので（cの項参照），尿に混ずべき尿材料は，使宜上同一

尿貯溜中のものにつき各試験時これを使用した。即ち低

温浸漬時の試験に月］し、られた尿は，対照とも夏期室温5

～7日間の貯溜尿であり，また高温浸漬時のそれは，同

一尿の 12～14日間貯溜（対照とも）のものである。たど

し亜硝酸曹達のみは，メヂウム pHがとくに酸性でない

と全く無効となることが蜘虫卵についての殺滅試験で予

め判明しているので，メヂウムを尿水とし，これに塩酸

を加えて（終末濃度0.1%）酸性に調整（児玉ら， 1954）し

たものを用いた。

b) 供試薬剤各稀釈液の作製：試験薬剤濃度は前回の

直接々触時の成績を参考とし，ネオヂグロン新剤，二硫

化炭素乳剤等既に乳化されてある製剤については，これ

を原液として各250倍稀釈より 4000倍までの 5階梯と

し，また亜硝酸曹達および芥子油は各 1000倍より 16000

倍までの 5階梯としこれを各作製した。試験にあたって

は，各メヂウムの 45cc宛を三角コルベンにとり，これ

に薬剤の各一定濃度中間稀釈液5cc宛を加えて所定の

濃度となる知くした。たどし芥子油は水に難溶であるの

で，原液に 4倍量の乳化剤 （花王のエマルゲン＃ 408

を加えて乳化したものにつき，これを蒸潟水稀釈により

各中間濃度液を作製した。

c) 薬剤の作用条件 ：浸漬温度を低温（10°C），高温

(20°C）とし，各浸泣温度時につき， その作即日数をそ

れぞれ， 3' 7' 14日とした。薬剤作月j期間中は，パラ

フィン紙にて容器の口を覆い輪ゴムでとめた。

4. 対照：薬剤作JiJに対する対照試験としては，ネオ
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ヂクロン新剤， 二硫化炭素乳剤使J-lj事例に対しては尿尿

を，芥子油使用事例に対しては廃尿ーエマルゲンを，ま

た亜硝酸曹達使用のものに対しては尿水一塩酸および＊

7kとし （尿に対する尿叉は水の混合比は 1:5とす），上

記各メヂウムの 45ccに対して蒸溜水 5cc宛（この量は

各薬剤混入事例における同混入中間稀釈液量に相当す

る）をさらに追加したものを以でした。向お上記混入エ

マルゲンおよび塩酸の濃度は， ともにその終末時のそれ

が夫々 250倍および 0.1%となる如くした。たどしエマ

ノレゲンの 250倍濃度は，エマルゲン使用薬剤事例におけ

る試験最大濃度（1000倍）時の含有エマノレゲン量に相当

するものである。

5. 薬剤の殺卵効果判定：薬剤の効果は薬液没漬直後

洗糠虫卵の素焼瓦培養を施行し，一定期間培養による培

養液中えの仔虫排出阻止の有無によりこれを判定し，激

出の全くみられざるものをもって完全殺滅と見倣した。

すなわち薬液作間直後各メヂウムの 12ccを300cc入

り尿コップにとり，これに水道水を満たして薬剤を稀釈

し， 1時開放置後に上澄を除去する。かふる洗糠操作を

3回反復施行後，沈澱部をさらに遠沈し，その沈澄全部

を素焼瓦上に移し，水道水を培養液として型の如く， 28

°C, 2週間の培養を実施したのち，培養液全量をとって

同液中激出仔虫数を解剖顕微鏡下で鏡検し算定した。

成績

薬剤非混入対照メヂウム中ならびに各薬剤作用時にお

ける鈎虫卵殺滅成績は第1, 2表にしめす如くである。

1. 対照

毘尿メヂウムでは，エマルゲン混入の有無にか斗わら

ず，両温度浸漬の場合とも， 3日浸漬事例ではいずれも

1000隻以上の潜出仔虫をみとめたが，浸漬日数の増加に

ともない漸次激出数は減少した。とりわけこの減少傾向

は高温浸漬時にいちぢる・しく， 20°c, 14日間浸漬によ

るときは仔虫の滋出は完全に阻止された。
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しかし尿の混入なき廃水メヂウムにあっては， 20°c,

14日間の浸涜によってもなお虫卵の完全死滅はみられ

なかった。たど塩酸加尿水メヂウムでは，その 14日浸

漬によるときは，両温度浸漬時とも滋出仔虫数の著明な

減少をみとめた。

2. ネオヂクロン新剤

10°C, 3日作用時におけるネオヂクロン新剤の虫卵完

全殺滅限界濃度は 250倍で，同温度7日作月jによるとき

は，これは 500倍までに増大し， さらに 14日作用の場

合にはほど 1000倍までに達した。

20°c浸演の場合には， 3日， 7日各作用事例とも 500

倍稀釈まで完全に殺減効果を発揮し， 14日作用時には試

験最高稀釈4000倍にてもなお完全に仔虫の滋出を阻止

L Tこ。

3. 二硫化炭素乳剤

10°c浸漬の場合には，いずれの作用日数のものとも

その完全殺滅は 250倍稀釈までであり， 20°c浸漬時に

おいても， 3日， 7日各作用時ともその完全殺滅限界濃

度は 250倍で、あった。た Y し20°c, 14日間作用の場合

にあっては， 試験最高稀釈4000倍液作用においてもな

お仔虫の完全波出阻止をみた。

4. 亜硝酸曹達

10°C, 3日作用時では4000倍， 同温度7日作用では

8000倍まで完全に殺滅をしめし， 同14日作用によると

きは，薬剤の試験最高稀釈16000倍液作用時でも完全設

滅をみた。

20°c浸漬の場合においても低温浸漬の場合とほど同

等の殺減効果をしめし， 3日， 7日各作用事例とも 8000

倍まで完全であり， 14日作用によるときは試験最高稀釈

16000倍液作用によってもなお完全殺滅をしめした。

5. 揮発性芥子泊

10°c浸涜の場合には， 各日数作月］の場合ともほど同

等の殺減効果をしめし， 7' 14日作即時に各1隻宛の滋

出仔虫をみとめたが，何れも 4000倍稀釈まで概ね完全

第 1表対照（薬剤非混入時）

尿 尿
尿尿（エマ Jレ 尿 オて 尿7.k（塩酸0.1~~） 

日 数
グユ／ 250倍）

10°C 20°c 10°C 20°c 10°C 20°c 10°c 20°c 

3 1836 1238 1097 2103 2730 3544 2564 2176 

7 1075 1112 668 690 3024 2944 1189 888 

14 781 。 189 。 462 1809 30 6 

表中各項数値は排出仔虫数をしめず

尿尿及び尿7Jくの各尿に対する尿または水の混合比は 1:5 

( 77 ) 
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・第 2表各種薬剤の鈎虫卵殺減効果

薬剤稀釈倍数
薬剤 温度 目数
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10°C 

ネオヂクロジ新剤

円

ο
円

i

A
吐

1
i
 

n
u
n
u
n
u
 

48 1031 1120 1316 

0 189 1905 1905 

0 1 736 2360 

20°c 

3 

7 

。
。

。
。 29 1716 1552 

4 1108 1950 

14 0 0 0 0 0 

10°c 

二硫化炭素乳剤

7 

14 

3 0 1490 1506 2788 1976 

0 1920 2318 1135 2940 

0 1172 1740 466 1302 

20°c 

3

7

4

 

司

i

ハu
n
U
A
U

304 1091 1184 819 

26 172 826 1549 

0 0 0 0 

10°c 

亜硝酸曹達

つd

可

t

d
斗＆τ

i
 

A
u
n
u
n
u
 

A
u
n
u
n
u
 

n
u
n
u
n
u
 

ロU
4

4

‘

nu

に
u
q
o

つ山2

0

0

 

20°c 

q
d

ヴ’

d
吐

1
i
 

ハU
n
v
o
v

n
u
n
u
n
u
 

4
t
o
o
n
U
 

4
i
 

n
U
A
u
n
u
 

o
u
n
u
n
u
 

0 720 2049 

1 1330 1726 10°C 

揮発性芥子油
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表中各項の数値は排出仔虫数をしめず

上記薬剤浸漬メヂウムはネオヂクロシ新剤，二硫化炭素乳剤，揮発性芥子油については尿尿（1: 5)' 

E硝酸曹達については尿7.k（塩酸加） (1: 5）とした。

で‘あった0 ・ て作用日数が長い場合に殺減効果高く，また芥子泊以外

一方20°c浸漬の場合には，殺減効果は低温浸漬時の の薬剤では，その高温（20°C）浸漬時は低温（10°C）浸漬

それよりも反って低下の成績がしめされ，その完全殺減 時よりも効果増大化の傾向がみとめられる。たどし虫卵

限界濃度は 3日作用時1000倍， 7日作用時のそれは2000 を尿尿メヂウム中に 20°c 14日間浸漬した場合には，

倍で、あった。たどし同温度 14日作用によるときは，試 薬剤を混ぜざる対照尿尿中にあっても完全にこれが死滅

験最高稀釈 16000倍液作用時にでも仔虫の完全准出阻止 をみたことは注目さるべき事実であると考える。

がみとめられた。 以上著者らによってえられた薬剤効果の成績を諸家の

総括および考按 それについて比較考察すると，ネオヂグロンの鈎虫卵殺

以上の成績にもとずいて各薬剤の作用条件とそれの殺 減効果については，その尿尿メヂウム中での成績は見当

減効果との関係を考察するに，各薬剤作用事例とも概し らないが，尿水中で、のそれについては久津見ら（1955）の

( 78 ) 



昭和 33年 8 用（1958）〕

報告がある。同氏らは， 同メヂウム中ネオヂクロン 500

f音波の 25～31°C,10日間の作用によるときは，ヅピニ，

アメリカ両種混合虫卵に対して 100;lbの殺減効果を発揮

したと述べてお り，この成積は著者らの展尿メヂウム中

でのそれとほど近似している。また二硫化炭素の効果に

ついては，寺尾（1958）は尿尿（1:4）メヂウム中，同薬剤！

の100倍稀釈液， 15°C, 7日間の作用では，アメリカ鈎

虫卵を完全に殺滅するが，同 1000倍稀釈になると無効

となると報告している。しかし中松（1955）のヅピニ鈎虫

卵についての実験では，尿尿（1:4）中 1000倍液， 20°c,

7日間の作用で虫卯は死滅したと報じている。著者らの

ヅピニ鈎虫卵についての成績では， 10°c,20°c浸漬時

ともその 7日作用時の完全殺減濃度は 250倍までで，こ

れと寺尾の成績との比較は各使用虫卵材料および薬剤作

用条件が若干異るため厳密には不可能で、あるが，各種試

験条件がほど等しいと思われる中松の成績と比較するな

らば，少くも両者の聞にはかなり著しい成績の不一致

がみられるようである。 また芥子泊の殺卵効果につい

ては， 寺尾（1958）によれば， 同薬剤の 1000倍液， 15

°C, 14日間の作用によってもなお少数の灘出仔虫（アメ

リカ鈎虫）をみとめたと報じているが，著者らの成績で

は1000倍液では，両温度（10°C,20°C）作用時とも 3日

浸漬にして既にヅピニ鈎虫卵の完全殺滅をみている点を

考慮すると，芥子泊の効果についても二硫化炭素のそれ

と同様，成績の不一致が目立つようである。 尤も著者ら

の試験成績についてみても，芥子泊の効果は，その高温

時の効果が低温時のそれよりもかえって低下をしめした

ことは前述の如くであるが，この変動の原因的考察につ

いては後にも触れる。

つぎに尿尿中での各薬剤殺卵効果とメヂウム条件以外

の薬剤作用条件を同一にして行った直接々触時のそれ

（小林ら，1955）とを比較考察するに，いずれの薬剤ともそ

の効果は尿尿メヂウム中では著しく滅弱したが，とりわ

けこの傾向は芥子泊と二硫化炭素乳剤において著明にみ

られた。そこでいまかりに， 10°C, 3日作用時の成績に

もとずき，虫卵の完全殺減に要する各薬剤量を両メヂ．ウ

ム条件下につき大まかな比率をもってしめすならば，ネ

オヂクロン新剤については毘尿中では直接々触時の 2倍

量を，二硫化炭素乳剤では 4倍量を，また芥子泊について

は8倍量乃至それ以上を夫々要すること斗なり，上記3

薬剤のうちでは，展尿メヂウム中での薬剤効果減損化の

程度は芥子泊に最大であるとい斗うる。この点に関して

は寺尾（1958）も，保尿の存在による効果の低下傾向が著
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しかった薬剤として芥子泊，沃度，二臭化エチレンをあ

げており，とくに芥子泊では，同ーの殺卵効果をあげる

のに尿尿中では水中での 20倍以上の高濃度を要したと

述べている。

さて展尿中芥子泊の殺卵成績については，その高温浸

漬時の効果が低温浸漬時のそれよりもかえって著しい低

下がしめされたことについてはさきにもふれたが，この

現象は，両温度浸涜時におけるその他の薬剤による効果

傾向とは逆の結果であり，一見矛盾した成績のようにも

考えられる。しかし本試験では，薬剤の作日j条件として

は，温度条件のほかに両温度浸漬時に用いたメヂウム中

尿材料の相違があるので，上記効果変動の原因のーっと

してこれをも考慮に入れるのが当然であると考える。

そこで尿尿メヂウム中における効果変動の原因が，果

して低温という浸漬温度が高温のそれよりもより有効に

作用したことに因ったものであるのか，あるいは温度条

件以外の条件，；就中使用尿材料の相違がより主働的役割

を果した結果にもとずいたものであるのかを判断するた

めの手がかりとして以下の追加試験を試みた。

尿尿中芥子油の殺卵効果変動に関する追加試験

追加試験のうち，浸漬温度条件差による芥子泊の効果

を知るための試験としては，同ーの尿尿メヂウムを使用

し，浸漬温度だけをかえてこれを 23±0.5°C（高温浸漬）

と13±3°C（低温浸漬）の2種として試験し， 一方メヂウ

ム条件と芥子泊の殺卵効果との関係をみるための試験と

しては，浸漬温度を一定（23±0.5°C）とし，尿尿メ ヂウ

ム条件だけをかえ，使間尿として新尿使用の場合には排

世直後の人尿を，また旧尿使用の場合は夏期（25°～32°

Cの気温） 6週間貯溜の尿を以でした。試験開始直前に

おける両種尿の pH値（BeckmanpH meterにより測

定）は，新尿では 6.30，旧尿では9.19で，同尿のアン

モニア量（Folin法により測定）はそれぞれ 0.047;lb, 

0.504 .%であった。なお浸漬に伴う対照尿尿および薬剤

混入廃尿メヂウム（250倍， 2000倍， 32000倍のものだ

けについて） pHの変動についても測定した。芥子泊の

作間濃度は 250倍より倍々稀釈32000倍までの 8階梯と

し，作用日数はいずれも 3日とした。

1. 同ーの廃尿メヂウム f新民 ・旧尿）をF甘い，温度

条件だけを変えた場合の芥子泊の殺卵効果

第 3表 aにみるように・両温度浸潰時とも薬剤の虫卵

完全殺減限界濃度はいずれも 1000倍で， 2000倍稀釈に

いたると，共に仔虫の激出をみている。たどし 2000倍

以上の高稀釈液各作即時の排出仔’虫絶対数については，

( 79 ) 



412 〔寄生虫学雑誌、・第 7巻・第 4号

第 3表 各種メヂウム条件下における芥子油の殺卵効果

a）芥子油作用

芥子油の稀 釈 倍 数
メ ヂウ .f,,、

250 500 1000 2000 4000 8000 16000 32000 

新尿・旧尿一低温 。 。 。 198 1274 3144 3508 4290 

ゲ ・旧尿一高温 。 。 。 5 98 278 210 262 

ゲ ・新尿一高温 。 。 。 。 86 106 102 160 

b) 対照 （薬剤非混入）

エマ Jレゲユ／の稀釈倍数 エマ Jレゲシ
メ ヂウ i込

非混入
62.5 125 250 500 

新尿・旧尿一低温 。 。 193 3248 3824 

ゲ ・旧尿一高温 。 。 。 464 900 

ゲ ・新尿一高温 。 1 218 1871 1520 

尿：尿＝1:5，新尿とは排世直後の人尿を，また旧尿とは夏期6週間室温にて貯溜した尿をいう。

低温： 13±3°C，高温： 23±0.5°C

高温浸漬時に減少傾向がみられる。

2. 浸涜温度条件を一定とし，メヂウム中尿条件だけ

を変えた場合の芥子泊の殺卵効果

メヂウム中の尿材料として旧尿を使則した場合の芥子

治の殺減効果は 1000侍まで完全で， 2000倍稀釈に至る

と若干の仔s虫活字出をみたのに対して，新尿を用いたもの

では， 2000倍まで完全に仔虫の滋出を阻止し，同稀釈倍

以上の高稀釈（低濃度）液作用の場合でも，概して新尿使

用のものにあっては，旧尿使用の場合よりも仔虫数の減

少傾向がみられた（第3表 a参照）。

3. 対照メヂウム中における成績

エマノレゲン非混入尿尿メヂウムにあっては，いずれの

条件下のものとも仔虫の激出をみとめた。たど旧尿使用

高温浸漬のものにおいて梢三潜出仔虫数の減少傾向がし

めされた。

一方エマルゲ、ン混入廃尿の場合にあっては，エマノレゲ、

γ濃度62.5倍（芥子泊使即時の同最大濃度250倍時の含

有エマノレゲン量に相当）のそれは，両温度浸漬メヂウム

のものとも仔虫の滋出は全くみとめられず，旧尿使用，

高温浸漬事例にあっては，エマノレゲン波度 250倍でも向

お仔虫の滋出を全く阻止した（第3表 b参照）。

4. メヂウム pH値の変動

浸漬前後におけるメヂウム pHの変動については第4

表にしめす如く，．尿単独のそれにあっては， 3日後にお

いても浸漬直前のそれに対して殆んど変動をしめさなか

ったのに対して，尿尿メヂウムにあってはその変動著し

( 80) 

く，とくに新尿，新尿メヂウムでは，岡温度浸涜時とも

当初の pH値（6.80～6.85）は 3日浸涜後には8以上のア

ルカリ性をしめすにいたっている。しかし芥子泊混入展

尿メヂウムでは， とくに芥子泊 2000倍以下の高濃度の

場合には，メヂウム pHのアルカリイ七は全くみられない

かまたは極めて軽度で、あった。

以上の追加試験の結果にもとずき，芥子泊の展尿メヂ

第 4表 メヂウムの pHイ直

pH 

メヂウム条件 使用保尿
の条件 低温浸漬 高温浸漬

直後 3日
後

直後 3日
後

尿（薬剤非混入） 新尿＊ 6.30 6.30 6.30 6.45 

旧尿＊＊ 9.19 9.06 9.19 9.10 

保尿（薬剤非混入）新尿・新尿 6.808.35 6.85 8.20 

ゲ・旧尿 9.008.90 9.00 8.63 

250倍ゲ・新尿 6.926.92 6.90 6.79 

ゲ・旧尿 9.008.70 9.00 8.70 

尿尿＋ 2000倍ゲ・新尿 6.937.50 6.93 7.62 

芥子油 ゲ・旧尿 9.008.92 9.00 8.85 

32000倍ゲ・新尿 6.928.35 6.95 8.22 

ゲ・旧尿 9.008.92 9.00 8.72 

原：尿＝1:5，新尿とは排世直後の人尿を，ま

た旧尿とは夏期 6週間室温にて貯溜した尿をい

う。低温： 13土3°C，高温： 23±0.5°C

* NHa=0.047 ~杉本＊ NHa=0.504 % 

， 
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ウム中における殺卵効果について考察するに，その使用

メヂウムが全く同ーのものである限りにおいては，高沼．

浸漬（23±0.5°C）は1re温浸涜（13士3°C）と同等またはそ

れ以上の効果を発揮するが，浸漬温度を一定（23土0.5°

C）とした場合には，そのメヂウム条件， 換言すればイ点

目j尿材料の新旧の差により効果変動が招来され，旧尿使

間は新尿使用に比して薬剤効果は一層低下するものであ

ると考えられる。たどしこの場合，対照エマノレゲン混入

尿尿メヂウム申における仔虫の滋出状況をみると，混入

エマルゲン濃度が比較的高い（62.5～125倍）場合には，

いずれのものとも仔虫の潜出は完全またはほど完全に阻

止され，とりわけ！日尿使用・宮温浸漬の場合には，エマ

ルゲン 250倍濃度にても向お完全に仔虫の滋出阻止をし

めしたことを顧慮すると，尿尿中における芥子泊の殺卵

効果は，芥子泊自体のしめした効果の他に手M七剤（エマル

ゲン）のそれとの綜合結果として表現されたものである

と考えるのが妥当であろう。したがって，か斗る論拠よ

り芥子泊の単独効果を考えると，同薬剤の尿尿中での効

力は極めて低いものであり，とりわけその展尿中での効

力減弱化の傾向は，その手M七商問主独の殺卵力をも併せ考

慮するならば，旧尿使用メヂウム・高温浸漬時のそれに著

しいものと考えることができる。しかし先きの試験では

対照メヂウム中（旧尿使用・ 20°c浸涜）エマルグン濃度

250倍作用によっても，激出仔虫数の減少がみられなか

ったことを考えると，尿尿メヂウム中エマルゲジ単独作

用時の殺卵力についても，使用メヂウム条件と浸漬温度

のわづかな差異（とくに高温部20°c附近では）によっ

て，殺卵効果上かなりの変動をみることが想像される。

以上の考察より，さきの試験でしめされた芥子油の両

温度浸漬時における効果変動の原因について考察する

と，その高温（20°C）浸漬時に低温（10°C）漫漬時よりも

反って効力低下の現象がしめされたのは，高温浸漬時に

使用された尿材料が低温時のそれに比して，より旧いも

ので、あったことがその原因のーっとして考えられる。

しかしこの推定も，追加試験において，使用尿の貯潤

期間の差を大きくして試験したにも拘らず，同尿使JiJf:!干

の薬剤効果関にそれほど著しい開きがみられなかったこ

とや，対照エマルグン自体にみられた殺卵力の変動等を

考慮すると，如上尿貯溜条件の差だけにその変動原因の

全てを求めるのは困難のようにも思われる。

尿または展尿中，就中旧尿使同時における芥子泊の殺

卵効果の著しい滅弱イちと変動の事実については，著者ら

の鈎虫卵を用いての試験終了後に，国井ら（1955,1956),
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小宮ら（1958）により阻虫卵についても指摘されるにし、た

っているが，その詳細についてはこ斗では触れない。

要約

いわゆる殺卵剤中，ネオヂグロン新剤，二硫化炭素手L

剤，亜硝酸曹達，揮発性芥子泊のヅピニ鈎虫卵殺減試験

を呆尿メヂウム （亜硝酸曹達のみ塩酸々性廃水）中で各種

作用条件（浸漬温度： 10°c,20°c，作用日数： 3' 7' 

14日）下で、実施し下記の結論を得た。

1) ネオヂクロン新剤10°C浸漬時の殺卵効果は， 3

日作用時には 250倍， 同7日作用時500倍， 同 14日作

用によるときはほど 1000倍まで完全であり， 20°c浸涜

の場合には， 3日， 7日作用とも 500倍まで完全に殺卵

効果をしめした。

2) 二硫化炭素乳剤の完全殺卵濃度は， 10°c浸漬，

3' 7' 14日作用時および 20°c浸漬， 3' 7日各作用

時ともいずれも 250倍までであり， 500倍以上の低濃度

に達すると仔虫の激出をみた。

3) 亜硝酸曹達は，両温度浸漬時とも， 3日， 7日各

作用によるときは概ね8000倍まで完全であり， 14日間

の作用によるときは 16000倍以上の低濃度でも殺滅し

ナこ。

4) 芥子油の殺卵力は， 10°C浸漬， 3' 7' 14日作

同時では概ね4000倍まで、完全であったが， 20°c浸漬の

場合にあっては，低温浸漬時のそれよりも反って低下を

しめし，同温度3日作用時1000倍， 7日作用時2000倍

までにとどまっていた。

5) 上記芥子油の高温浸漬時にみられた殺卵効力低下

の原因は追加実験成績より考察し，高温浸漬時に使用せ

られたメヂウム中の尿材料が低温浸漬時の使用尿に比し

より旧いもので、あったことがその原因のーっとして推定

されることを述べた。

6) なお各薬剤の尿尿メヂウム中， 20°c,14日間の作

用によるときは，各試験最高稀釈にてなおヅピニ鈎虫卵

の仔虫潜出完全阻止がみられた。しかし同作用条件下に

あっては，薬剤混入のない対照尿尿メヂウム中だけの浸

涜によっても虫卵の完全殺減がみとめられたので，同条

件下での殺滅は，廃尿単独の殺卵効果に帰すべきものと

思考される。

稿を終るに臨み，つねに御懇篤なる指導，校聞の労を

とられた部長小宮義孝博士に深甚なる謝意を表する。

本研究の要旨は昭和 33年第 27回日本寄生虫学会総会

において発表した。

( 81 ) 
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Summary 

In the present study the experiments were 

carried out to know the ovicidal e百ects of 4 

chemicals, Neo・Dikuron, carbon disulfide, sodium 

nitrite and allyl-mustard oil, upon Ancylostomα 

duodenale ova in nightsoil. The nightsoil here 

applied contained one part of feces and five parts 

of urine. The temperatures during the course of 

experiments were 10°C and 20°C respectively. 

The results obtained were as follows : 

1. The concentrations of various chemicals for 

the complete kill of ova were as follows: Neo-

Dikuron 1: 250 at 10°C and 1: 500 at 20°C (for 3 

days) ; carbon disulfide 1 : 250 at 10°C and 20°C 

(for 3 days); sodium nitrite 1: 4000 at 10°C and 

1: 8000 at 20°C (for 3 days) and allyl-mustard oil 

1 : 4000 at 10°C (for 3 days). With the last men-

tioned chemical, however, it was proved to be less 

e旺ectiveat 20°C, which reason was discussed from 

results obtained by supplemental experiments. 

2. When the effects of these chemicals were 

tested in nightsoil, the results of all chemicals 

against ova at 20°C for 14 days showed their com-

plete kill even at the lowest dilutions applied in 

the above experiments. But at that time such an 

e旺ectivenesswas not considered to be attributed 

to the effects of various compounds themselves, 

because under the same condition ova were also 

killed only with nightsoil without chemicals. 




